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要旨 ：

花粉症を含め、ア レルギー性鼻炎 の発症には、後述 のよ うに肥満細胞 （＝マス ト細胞）

の働 きが大 き く関与 して お り、 肥満 細 胞 とは通 常 好 中球 と同 じ様 に血管 壁 に接 着 して い る。

il）肥 満細胞は単に末梢組織 中で即時型 （ Ⅰ型）のア レル ギー を引き起 こす原 因細胞 とし

て機能 してい るのでな く、個体の免疫機構 の最前線 において異物 のセ ンサー として働 き、

その後の免疫応答 を効果 的に駆動す る大切な役割 を もっている とされ てい る。 ‡2‡

この よ うな役割 を持つ肥満細胞 は神経接合部にあるので ‡1〉、交感神経緊張状態にあ り

血管収縮 の起 きやすい衆境 下では肥満細胞 は洗出 しやすいのではないか と考え られ る。 こ

こで 注 目す べ き こ とは 、交 感神 経 を緊 張 させ る要 因 のひ とつ に、精 神 的 ス トレスが あ げ ら

れる こ とで あ る。 とは 言 って も、精 神 的 ス トレス の感 じ方 は個 々人 で違 っ て くる。

こ うい った視 点 か らみ てい く と、 肥満 細 胞 の働 きが 大 き く関 与す る Ⅰ型 ア レル ギー の発

症には 、 ライ フス タイル （そ の人 の特徴 ） の一部 に も しかす る と共 通 点 がみ られ るので は

ない か とい う可能 性 が考 え られ る。 人 生 、実生 活 にお い て どん な 目標 を持 ち、 どの よ うな

行動 を と り、 ど うい っ た感 情 を 多用 す る こ とで他 者 とのつ なが りを維持 して い る のか とい

う点である。 ア ドラー心理学において、古い記憶 と夢がその個人 の最 も単純な根本的思想

（ライ フ ス タイ ル ） を示 す とい われ て い る。

そ こで、 Ⅰ型 ア レル ギー の ひ とつ で あ るア レル ギー性 鼻 炎 患者 の ライ フス タイ ル に共 通

性が な いか 、今 回 は私 の興 味 を強 くひ い てい る 「夢 」 とい うもの を通 して研 究 して い く こ

と に した 。



緒言 ：

Ⅰ型 ア レル ギー と一 言 で言 って も、ア ナ フ ィ ラキ シー 、薬 物 ア レル ギー 、 じん ま しん 、

食餌ア レル ギー 、そ してア レルギー性鼻炎 な どがあげ られ る。 ‡3‡どれ も発症 において精

神的 面 の 関与 は否 定 で きない と思 うが 、 アナ フ ィ ラキ シー を取 り上 げ る には症 状 が 重焦 で

ある しアンケー トの実施 も困難 だ と考え られ、その他の疾 患も病 院での協力 は守秘義務が

あるた め難 しい ので と大体 が 断 られ て しま った。

そこで医師に診断 もされていて、私の費境の周囲で数 多 く悩ま されていたア レルギー性

鼻炎な ら比較的アンケー トも回収 しやす いのではないか、また今後 ア レル ギー疾患に対す

る治療 に何 らか のプ ラス に な り うるの で は ない か と考 え、 「ア レル ギー性 鼻 炎 とそ の発 症

に関 わ る夢 との 関連 」 をテ ー マ に研 究 して い く こ とに した。



材料 ：
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まず 、 メイ ンテ ーマ のひ とつ で あ るア レル ギー性 鼻炎 につ い て述 べ よ う。

概念 と して は ア レル ギー 反応 に よっ て起 き る鼻 症 状 の こ とをい う。 症状 が 感 冒 （い わ ゆ る

カゼ ） に類 似 して い る ので 、 しば しば感 冒 と混 同 され る。 ア レル ギー性 鼻 炎 の 際 に は、 時

にア レル ギー性結膜炎やその他のア レル ギー性症状 を伴 うことが多い。 わが国では、それ

ほ ど症 状数 は多 くな い よ うに考 え られ て いた が、 最 近 はか な りの症 例 が あ り、 人 口の

10 ％ 前 後 に及 ぶ と考 え られ る。花 粉 症 の検 索が 十 分 に な され て い るア メ リカ で も全 人 口

の10 ％強に、ア レル ギー性鼻炎がみ られている。 ‡3〉

アレル ギー性暮炎 とは

ア レル ギー性鼻炎 とは急性鼻炎のひ とつである。急性鼻炎 の二大原因 はウイル ス とア レ

ルギー とされ てお り、 ウイル ス性 の ものは 副鼻 腔炎 ・ 扁 桃炎 ・ 咽 頭炎 な どを合 併 す る こ と

も多 く、上気 道 感染 また は感 冒 と総 称 され る。 ウ イル ス感 染 の ター ゲ ッ トは粘 膜 上皮 で 、

羅息粘膜 は浮腫性肥厚、 リンパ球・ 形質細胞 の浸潤 、充血 を呈 し、粘膜腺よ り多量の紫液

や粘液 が産生 され、これ をカタル性炎症 と呼ぶ。 細 粘膜 の紫液性炎 には多少 とも粘液 産

生が克 進 す る こ とが多 い が 、 これ は炎 症 刺激 に よ り粘 液腺 が刺 激 され た もの と考 え られ る。

形態的 には、充血 した粘膜 の表面を粘液が覆 った形 を呈す る。 ‡5‡細菌感染 が加わ ると、

粘膜 内また鼻汁 中に好 中球浸潤が顕著 となる。 ‡射

そ して、急性鼻炎の繰 り返 しによ り粘膜 の肥厚 が可逆性 に乏 しくなった状態が慢性鼻炎

である。粘膜の限局性肥厚 が著 しいものを鼻ポ リープと呼び、頻度 の高い病変で ある。組

織学的 には感染性・ ア レル ギー性 を問わず 、粘膜 問質の顕著 な浮腫 、一部の繊維化、粘液

線の増加 があ り、種々の程度の慢性炎症細胞や好酸球の浸潤 をみ る。表面上皮は線 毛上皮

細胞 を保持 しているが、一部 に扁平上皮化生 を呈す ることもある。 細

抗原

アレル ギー性鼻炎の病因的抗原 としては、吸入性抗原 が もっとも重要である。 吸入性抗

原としては、室内塵、花粉、カ ビ類、綿 、動物 の毛垢、羽毛、昆虫の鱗粉 など多彩 である。

また、薬物、 ソバ、小麦、アワビ、カニ、柑橘類な どの食事性抗原、職業 と関係 のある

木材 （米杉な どの挿発成分が重視 されている ）、 マプ シ、ホヤな ども指摘 されている。季

節牲に発症する ものは花粉、通年性 に発症す るものは室内塵・ 食事性抗原な どによるもの

が多い。 i3〉



病態生理 と姓床症状

ここでア レル ギー性 鼻炎の病態生理 と臨床症状 をみてい く。

これは主 として、 Ⅰ型 （アナ フィラキシー型・ 即時型）のア レルギー反応 に よって発症す

る。肥満細胞や好塩基球の レセプターに結合 した （主 に） IgE に、多価抗原 （ア レルゲ

ン） が結 合 す る と、 そ れ が シ グナル とな り細胞 質 内 に あ る顆 粒 か ら ヒス タ ミンや ロイ コ ト

リエ ンな どが放 出 され る。 この反 応 に よ り、 血管 透 過 性 の克 進 、粘 液 腺 よ りの分 泌過 多 、

好酸球浸潤 を伴 う粘膜下組織の増殖がみ られ るのである。 なお、 IgE の抗体産生は、ア レ

ルゲンに反応す る主に T b 2 細胞 の活性化 によって産生 され る I L －4 により誘導 され る。
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付 け加 え る と、肥 満 細胞 は さま ざ まな刺 激 に よ り脱 顆粒 した りア ラ キ ドン酸 代 謝物 を遊

離す るだ けで な く、多 くのサ イ トカイ ンの転 写・ 翻 訳 と遊 離 を行 う。 また 、 あ る種 のバ ク

テリアの侵入に対 して非特異的に脱顆粒 を起 こす。 また少 なくとも試験管内では、刺激 に

よ りC D 4 0 リガ ン ドの発 現 を介 して B 細 胞 に I g E 抗体 産 生 を誘 導 で き る とい う実 験 結

果もあ る。 （7）

解剖学的に肥満細胞は S P （サブ スタンスP ）含有無髄神経線維 によ り密 に囲まれてい

る。 S P は肥 満細 胞 の脱 頼 粒 を引 き起 こ し、 ヒス タ ミンを遊 離す る。 この S P に よ る肥 満

細胞 の活性 化 は 、 I g E 抗 体 によ る I g E レセ プ ター を介 す る ヒス タ ミン遊 離 とは異 な り、

細胞 外 C a 2 十を必 要 とせ ず 、 また ロイ コ トリエ ンC 4 な どの 産 生 も少 な い。

S P による顆粒球の活性化は顆粒球上の接着分子 の発現 にも関与 し、血管内皮 細胞 を介

した接着・ 組織へ の浸潤 に効果 を発拝す る。

ヒ ト皮庸肥満細胞は 1 0 ‾ 6 M 以上の濃度で血管作動性腸管ぺプチ ド（Ⅴ I P ） とソマ

トス タチ ンに反 応 し、 ヒス タ ミン を遊離 す る。 一方 、 ソマ トス タチ ンは 、低 濃 度 で は粘 膜

型肥満細胞や好塩基球か らの I g E を介 した ヒスタ ミン遊離 を抑制す ることが知 られてい

る。 il‡

これ らの反応 の結果 として水様性鼻汁 の増多 （風邪な どの感染症 な ら黄色の鼻汁 とな

る：好中球の死骸 ）、 くしやみ、鼻粘膜 の浮腫 によってお きる鼻づ ま りな どの症状 が主体

として起 こり、そのほか流涙、結膜の発赤 と掻痔 、時に眼瞼の腫脹 もみ られ る。先程 も述

べたが結膜炎症状 を随伴す ることもあるし、耳の揮い こともある。軽度な頭痛 ない し頭 重、

全身倦怠感、易疲労性 、冷感 、時 に顔 のほて りな ども認 め られる。 また、鼻粘膜 の蒼 自性

腫脹が特徴的である。 i封



軽過 と予雀

多 くは一過性であるが、通年性 の吸入性抗原であ る室内塵 な どによる場合には、年間を

通じて症状 が持続す ることがある。花粉に よって発症 してい る場合には、毎年 同 じ開花季

節に発症 を繰 り返すが、季節 を過ぎる と自然 に症状は症過す る。症状 は一般に朝方 に多い。

と くに治療 を しな くて も何年 か の経 過 のの ち 自然 に治癒 す る こ ともあ るが 、 時 に噂 息 に移

行す る こ とが あ る。 小 児 で は成 長発 育 と ともに 自然 に よ くな るこ とが少 な くな い。 生命 に

関す る よ うな重 篤 な例 はな い と考 えて よい。 ‡由

血管収頼について

肥満細胞の遊離に も関与する血管収縮は と言 うと、交感神経 によって支配 され ている。

交感神経性血管収縮線維 （略 して血管収縮線維） は、神経終末 か らノル ア ドレナ リン （ノ

ルエ ビネ フ リン） を放 出 し、血管平滑筋の α 1 受容体に作用 して血管収縮 を起 こさせ る。

これは、全身 の血管 の うち、胎盤 を除いた全 てに分布 してい る。血管の各部分 については、

血管収縮線維 は、動脈・ 細動脈・ 前毛細血管括約筋・ 細静脈・ 静脈に広 く分布 しているが、

毛細血管 には分布 していない。〈由

精神 的 ス トレスは交 感神 経 を緊 張 させ る こ とにな るので 、血 管 収縮 が起 きや す く、つ ま

り肥満細胞が遊離 しやすい環境 となって しま う可能性 が示唆 され る。

且…エ…慶 ．．を孟‥2 ．．セ．ニ‥エ

次 に も うひ とつ の メイ ンテ ーマ 、 夢 につ い て で あ るが 、そ の前 にア ドラー 心理 学 （個人

心理学） の基本的な概念 を先に述べてお く。

ライ フ ス タイル

こ こでい うライ フス タイ ル とは生活 様 式 とい う意 とは また違 うもので 、そ の個 人 の性 格 、

その個人 の特徴 を指す。 これは内外か らの刺激 に対す る反応の仕方 、つま りその個人のひ

とつ の ま とま った確 固 た る行動 パ ター ンの こ とで 、ほ ぼ無 意識 の領 域 で あ る。 ライ フス タ

イル形成 に最 も影響を与えるのは母親 であ り、それは 5 歳の終わ りまでに形成 され る。夢

をみ る こ とや記 憶 を思 い 出す こ とで ライ フス タイ ル は支 持 ・ 強化 され てい く し、後 で 変 吏

する こ とも可能 で あ る。 ‡銀

三つのきすな

人間には食欲・性欲・ 集団欲 とい う三大欲求があ り、それ らを満たすた めに仕事・ 仲

間・性 とい う三つ の きず な を もつ 社 会 がつ く られ た の で あ る。 そ して人 間 が考 慮 しな けれ



ばな らな い のは 、 これ らの きず な で あ る。 それ らが 、人 間 に とって の現 実 を作 り上 げて お

り、人間が直面す る全ての問題は、 これ らのきずなの方向にある。 これ らの問題 は常に私

たち に問 いか けて くるの で 、常 に これ らに答 えて い か な けれ ば な らな い。

第 一 の きず な と して 、仕 事 が あ げ られ る。 私 た ち は地 球 とい う星 を居 住 の場 と し、 さま

ざまな 可能 性 ととも に何 らか の制 約 を うけ て い る。 地球 上 で の生 活 を継 続 し、 肉体 的 に も

精神 的 に も発 展 して い くた め に仕 事 をす るので あ る。

第二に、仲間である。 自分だけが人類の成員ではない。周囲 にはほかの人々がいる し、

私た ちは彼 らとの交 わ りの なか で生 きて い る。 個 々 の人 間 は その 弱 さ と諸 限界 の ゆ えに 、

自分 の 目標 をひ と りで 達成 す る こ とは出 来 ない。 人 間は 、 いつ で も－ 自分 自身 の弱 さや 不

完全性や 限界のゆえに－他 の人間に結びつけ られ ている。彼個人の幸せのための、 また人

類の幸せ のた めの最大の一歩は、交 わ りである。

第三に性 のきず な、分業で ある。個 々人 と共同体 の生命維持、種 の保存 とい う目的 のた

めには 、 男女 とい う二つ の性 の きず なが 必要 とな る。

これ ら三つの きずなは三つの問題 を提示す る。つ ま り、 この地球 の性格が与 える諸制約

の下で 生 き続 け るこ と を可 能 に させ る よ うな職 業 を どの よ うに して見 出す か 、私 た ちが仲

間の人 間 た ち と協 力 し、 そ の協 同の 福利 を享 受 し うる よ うな立場 を彼 らの間 で どの よ うに

見出 し うるか 、人 間 が 男 と女 とい う二 つ の性 に お いて 生 き てお り、人類 の未 来 と存 続 が

個々の性 生 活 に依 存 して い る とい う事 実 に 自らを どの よ うに適合 させ るか 、 とい う問 題 で

ある。 ilα

行動 と感情

人 間 の運動 に は 目的・ 目標 が あ り、 これ は 安心 感 ・優 越感 を得 よ う とす る もの で あ る。

その 目的 ・ 目標 を決 定す るの は心 で あ り、そ れ を達 成す る のが体 で あ るた め、 も し も間 違

つた運 動 が 為 され た とき に正す べ き もの は運動 の方 向 の選 択 で あ る。 そ して 人 は 、 目的 ・

目標 を行動に移す ときに感情を利用す るのである。

喜怒哀楽の感情は、その個人のライフスタイル と一致す る。人間は生きていきやすいよ

うに感 情 を道 具 として使 うた め、 どん な感 情 を多 用す るか に よっ てそ の人 の ライ フ スタ イ

ルをみ る こ とが で き る。 感 情 は常 に 目標 達成 に向 けて 自 らを適 応 させ てい るの だ。 例 えば

人よ り優 越 で あ りた い とい う自分 の 目標 を悲 しさ に よって 達成 す る人 は、 朗 らかで は あ り

えず 、 また 自分 の 達成 した もの に満 足 で きな い。 そ うい った ライ フス タイ ル の人 は 、 自分

が惨 め で あ る ときに のみ 幸せ なの だ と考 え られ る。 ‡11‡

夢

さて夢 につ いてであるが、人間はほ とん ど誰で も夢 を見 る。 しか しその内容は理解 に苦

しむ ものが あ る し、す ぐに 忘れ て しま うこ とが 多 い。 だ が そ の夢 は確 実 に 自分 自身 で作 成



した も ので あ り、感 情 だ けは後 々ま で残 る。 上述 した よ うに、感 情 とは常 にそ の人 の ライ

フスタイルと一致するもので、ム鐘畳壁皇左劉 要
塞娃鬼血 旦夕イルを支持・強化する。（12‡

私 た ちが隠 喩 を用 い る とき には 常 に 、何 か 関連 しな い もの 、 た だ感 情 にだ け語 りか け ら

れた何 か が しのび こんで く る。 人 は 、隠 喩 に よ って怒 りな どの感 情 を支 持 しやす く して い

るの で あ る。 も しも夢 を理解 して しま え ば、夢 は私 た ち を隠喩 を用 い る こ とで だ ま し、■感

情や 気 分 を呼び 起 こす こ とは で きな くな る。 も し、 夢 が理解 され て しま えば 、 夢 の 目的 は

失われ て しま うだろ う。夢は、現在 の現実的な問題 と人生のスタイルの間の架 け橋であ る。

しか し、人生のスタイルは何 も強化 され る必要はない。それは、現実 と直接に接触すべ き

である。夢 には多 くの変奏があるが、 どんな夢 も、個人 に直面す る独特 の状況にかんがみ

て、人 生 の ス タイル の強 化 が必 要 と感 じ られ る ところ で現 れ て くるの で あ る （個 人 の 古 い

記憶 で も同様 の こ とが 言 え る ）。

それ ゆえ、夢の解釈 は常に個人的な ものである。象徴や隠喩 を定式によって解釈するこ

とは不可能である。 なぜな ら、夢は人生のスタイルが各 々の個人 自身 の独特 な状況に関す

るそ の個 人 自身 の解 釈 か ら引 き出 した創 造物 だか らで あ る。

左右 、男女、寒暖、軽重、強弱は矛盾す るものだ と考 えられ るが、ア ドラー的科学的見

地か らすれ ば、それ らは矛盾ではな く多様性 なのである。 同様 に善悪 も、正常 と異常も対

立す る矛盾 はな く、変 数 な の であ る。 眠 って い る こ と と 目覚 めて い る こ とを 、 また夢 の考

えと昼 の考 え とを対 立 す る矛 盾 と して扱 ういか な る理 論 も、非 科 学的 で あ る とい うほ か な

いの で あ る。 夢 は 、そ の 個人 が 勇気 を持 つ こ とに 失敗 した こ とを明 らか に して い るの で あ

る。

夢 が 目覚 めて い る ときの生 と矛 盾 す る もので は な い とい うこ と、つ ま り、夢 は人 生 の他

の運動や表現 と常に同 じ線上 にあるのではないか。息上月

監な土星⊆上進塾藍土工地
塾旦生む壬生旦塵吐墨ゴ皇重畳盈ミあ皇女望追j 旦」星空表

地窒な与ないかのように、夢を見るに違いない。夢

空」塵盛土ヒ皇＿巨塵娃包む三三

出且」空包む王立匪馳
は人生のスタイル の産物に違 い

な吐 L＿A 生堅塁＿旦∠＿坐を経旦あ ぼ強イヒす るのに役立 っているに違 いないのであ る

も し色 々な 間穎 で悩 ん で い るの な ら、眠 りもまた 悩 ま され る。 眠 って い て もベ ッ ドか ら

落ちな い よ うに か らだ を調 整 す る とい う事 実 は 、現 実 との接 触 が まだ あ る とい うこ とを示

して い る。 母親 は、 通 りが どん な に騒 が し くて も眠 れ るが 、 自分 の子 供 が ち ょっ と動 い た

だけで も 目を覚 ます。 私 た ちは 、睡 眠 中で も外 界 と接触 し続 けて い るの だ。

おだやかで静かな眠 りを乱す のは、夢 である。私たちは、諸閉居の解決 に確信 が持てな

いときに だ け、 また 現 実 が睡 眠 中で さ え重 くの しか か り夢 を見 る のだ と結 論 し うる。 わ れ

われ が 直面 して い る諸 困矧 こ取 り組 み 、解 決 を提 示 す る とい うこ と、 ま さに この こ とが夢



の課題 な ので あ る。 も し日中 にス トレス を感 じる こ とが 多 い な ら、夜 間 睡 眠 中 に もス トレ

スに さ ら され て い るで あ ろ う と考 え られ るのだ。

われわれは、夢 とい うものが、個人の人生のス タイル と彼 の現在の諸問題 の間 に、人生

のス タイ ル に何 も新 しい要 求 をす る こ とな しに、橋 を架 け よ うとす る読 み で あ る、 とい う

結論に到達 しなければな らない。それは常に、その個人が必要 とする感情を呼び起 こす で

あろ う。われわれが夢のなかに見出す ものは、その個人の他のすべての徴侯や特性の うち

に見出す ものに他な らない。われわれは、夢 を見 ようが見 まいが、諸問題 に同 じ仕方 で接

近す る。だが、夢は、人生のスタイルのために支持 と正当化 を提供す るのである。

で は、 人生 のス タイル は なぜ 支 持 を必 要 とす るの で あ ろ うか。 何 が それ を攻 撃 し うる

のか。 それ を攻撃 しうるのは、現実 と常識だ けである。 それゆえ、夢の 目的 は常識 の要求

に対 して人 生 の ス タイル を支持 す る こ とで あ る。

人の記憶 を支配 しているのは、彼 の 目標である。同 じ仕方で、われわれ は、夢 の構成 に

おいて も、現在 の問題 に迫 られ た ときに、われ われの人生のスタイルに合致 し、人生のス

タイル が要求す ることを表現す るよ うな事件だけを拾いあげる。 その選択の意 味は、われ

われ が その た だ なか に い る諸 困難 と関連 す る人 生 のス タイ ル の意 味以外 の もの で はあ りえ

ない。夢のなかで、人生 のス タイル は、それ 自身の道を要求 して いる。諸困難 と現実的 に

取り組 む とい うこ とは 、常識 を要 求す るで あ ろ うに、 人生 の ス タイ ル は その道 を譲 る こ と

を拒否す る。

それ は、 あ る問題 を採 りあ げ、 それ を切 り詰 めた り煮 つ め た り して 、つ い に は も との 問

題の ほ んの一 部 しか残 らな い よ うに して しま うこ とで あ る。 それ か ら、そ の残 りは、 隠喩

によっ て表 現 され 、 あ たか もそれ が も との 問題 と同 じもの で あ るか の よ うに取 り扱 われ る

ので あ る。 この感 情 をふ るい立 たせ る とい うこ とは 、何 も異 常 な こ とで はな い。 われ われ

人間は、心のなかに、人生のスタイル を仕上げ、固め、強化す るためのあらゆる手段 を用

意して持 っ てい るので あ り、 もっ と も重 要 な手 段 の ひ とつ は 、感 情 をふ るい 立 たせ る とい

う能 力 で あ る。 人 は この仕 事 に 日夜 従 事 してい るの で あ るが 、そ れ が よ り明瞭 に な るの は

恐ら く夜 間 、つ ま り睡 眠 中で あ ろ う。 ‡1 2‡

記せ

記憶は 自己保存 のた めに必要な生理現象であ るため、無駄 な記憶 とい うものはない。夢

をみ る場合 と同 じよ うに 、記 憶 は思 い 出す こ とに よ って 自身 の ライ フス タイ ル を支 持 ・ 強

化す る役 割 が あ る。 と りわ け初期 の記 憶 は 、現 実 の ライ フ ス タイル との接 点 もわ か りに く

いため脚色が少 ない と考え られ るゆえに、古い記憶 ほど最 も単純 な根本的思想がある と考

えられ る。 また 、 ライ フス タイル が 変 わ る と記憶 も多少 変 化 す る といわれ る。 ‡1 3〉



睡眠

で は 、夢 は い った い いっ 見 てい るの だ ろ うか。

R E M 睡眠 とい う呼び名 はこの特徴 のひ とつである急速 眼球運動 r叩 id e叩 m OV e m e血

（ R E M ）か らつけ られた。 しか し、 R E M はこの状態 の特徴 の一部分 に過 ぎないか ら、

逆説 睡 眠 p 8 ra血 Ⅹk 山 さk e p と も呼 ば れ る ′（この名 前 は 、脳 波 でみ る と大 脳 は 起 きて い る と

きの よ うに活 動 して い るの に 、行動 的 に は眠 って い る とい うパ ラ ドックスが あ る とい う意

味で あ る ）。 現 在 で は、 ヒ トにつ い て は R E M 睡 眠 、動 物 につい ては逆 説 睡 眠 を使 うこ と

も あ る 。

R E M 睡眠 （逆説睡眠）はほ乳類 な らほとん どの動物種にみ られ、一続 きの睡眠 中に普

通の睡眠 （これ を、 m n － R E M 睡眠 、も しくは、脳波 に徐波がで るので徐 波睡眠 与b w

W a Ve さk ¢p とい う） と交 代 しなが ら出現 す る。 この とき、 筋 緊張 が 消失 す るの は脳 幹

（橋）か ら脊髄の運動ニ ュー ロンに強 い抑制 をか ける機構 が働 くためであることが動物実

験で証明 されている。 il心

R E M 睡眠 （逆説睡眠）中の急速 眼球運動 （R E M ）は、覚醒時にみ られ るごく短時間

の停止 をは さみなが ら小 さく動き続 ける眼球運動 8a Cea血 と違い、大 きな運動が頻発す る

もので あ る。 これ が ど うい う意 味 を持 って い るの か はわ か らな い。 これ がみ られ る ときに

は、電気生理学的には脳幹 （橋 ）、 視床 （外側膝状核）および大脳 （後頭葉）に P G O 波

（p o血 一 酢n k ub － ∝e由比d w ave ） と呼ばれ る相動性 の活動 が記録 され る （ただ し、

ラッ トで は この活 動 は ほ とん どみ られ な い ）。

ここで R E M 睡 眠 の特 徴 をま とめて お く。

1 ．行動的には深 く眠 っている。

2 ．脳波は覚醒ない しはそれ に近い状態 と同様のパター ンを示す。

3 ．筋緊張が消失す る。 （筋電図は消失 し平坦になる）

ただ し、 とき どき小 さい筋 肉 の一 瞬 の収 縮 は 起 こ る こ とが あ る。

4 ．急速眼球運動 が起 こってい る。

5 ．眠って緩や かにな っていた呼吸や心拍が不規則 にな る。

6 ．陰 茎 が勃 起す る。 （ただ し、老 齢 者 で は起 こ らな い こ ともあ る）

7 ．活発 な をみ てい る



図1 図 2

図1 ：睡眠・ 覚醒の各相での頭頂部脳波

図2 ：3 人の人の一夜 の睡眠の経過

縦軸は睡眠の深度。A ：覚醒。太線 ：R E M 睡眠。

■■

図 1 において、 S  t  a  g e  R E M （ R E M 睡眠の別の呼び方）の時には覚醒時に似た

低振幅 の脳波 になるが、覚醒時 とは筋電図が消失す ることで区別で きる。また、眼球電囲

も特徴的な眼球運動 を示す。

脳波学的に解析 した睡眠には一定の構 造が認め られ、通常の夜間睡眠ではノン レム睡眠

とレム睡眠が約 90 分周期 で交互に現れ、睡眠サイ クル をつ くる。 この場合 、睡眠の前 半

にはノンレム睡眠、中で も徐波睡眠 が大量に出現 し、睡眠の後半には少な くなる。逆 に レ

ム睡眠は睡眠の前 半には少 なく、後 半に多 く出現す る。睡眠構造は睡眠を取 る時刻 、よ り

正確 に言 えば 、俸 温 リズ ム な どで代 表 され る概 日 リズム の どの位 相 で睡 眠 を とるか に よ っ

て決 ま る。 概 日 リズム とは 、地 球上 に生 息す るほ とん ど全 ての 生物 の もつ 2 4 時 間周 期 の

ことで、体内時計 とも比喩 され、その時間的秩序 を維持す ることによって生体の恒常性 を

保つ もの で あ る。 i15‡

1 0



暮十

重嘗

図3 ： ヒ トの ヒ プ ノ ダ ラ フ

睡 眠段 階 を レム睡 眠 とノ ン レム睡 眠 （ S l，S 2 ，S乳S 4 ）

とに分 けて 表示 す る。

前述の よ うな睡眠構造が藩 められ るのは、体温が低 下す るリズム位相で睡眠が始まる場

合であ り、体温が上昇す る位相で睡眠が始まった場合 は睡眠構造は変化 し、 レム睡眠が睡

眠初期から多く出現する。三吐逆」土遡
る馳 睡眠の出現は先行する覚醒の長さや質によって影響されることによ

つて い る

睡眠量 を深度 と時間の積 と考 えるな らば、睡眠はその前半があればほとん ど十分である

ようにみ える。 しか し、 明 け方 の 浅 い睡 眠 もまた 、睡 眠 の満 足 度 とい う点 か らは 重要 で あ

るといわれ てい る。〈1 5〉

眠 りか らの覚醒 は除 波 睡眠 か ら起 こる とき も、 R E M 睡眠 か ら起 こる とき もあ る。 この

覚醒・徐波睡眠・ R E M 睡眠の 3 状態間の移行の うち、覚醒か ら直接 にR E M 睡眠への入

眠は普 通 の人 で は起 こ らない 。 これ が頻 回 に起 こ るもの をナ ル コ レプ シー といい 、 これ は

実生活 に困難 をきたすので治療の対象 となる。 しか し、普通 の人で も疲労困優 した ときや

長時 間 の断 眠 の後 な どに は この よ うな入 眠 が起 こ り うる といわれ 、 その とき に まだ意 識 が

残って い る と ‘‘金 縛 り’’の よ うな経 験 をす るの だ といわれ てい る。 ‡1心

R E M 睡眠中には心拍 が乱れ るこ とに関 して、睡眠 中の心筋梗塞 はこの時期に起 こるの

ではないか とい う疑いが もたれ る。それを明 らかに した研究はないが （終夜脳波記録 中に

発作 を起 こす確率の問題 である ）、 R E M 睡眠 と狭心症 の関連は報告 されてい る。 労作狭

心症では運動や労作の他 に、激怒や興奮 といった情動 も誘発要因 となる し、夜間睡眠 中に

起こ る夜 間 狭 心症 は 夢 に よ り誘 発 され る とい う説 もあ る。 ‡16〉どち らも 自律 神経 に作 用 す

るた め だ ろ うと予 想 され る。

ヒ トで は R E M 睡 眠 中 に覚 醒 させ る と、夢 をみ て い た こ とが わか るが 、 これ は脳 波 で は

大脳 が覚 醒 状 態 と同 じよ うに活 動 して い る と思 われ る こ と と対応 して い る。 朝 、 目覚 め た

1 1



＊何 を して ど うだ った か そ の夢 を詳 しく書 いて くだ さい。

（ D

＊この夢 は繰 り返 しよ くみ られ ます か ？ （一 回だ け・ 2 ～ 3 回・ それ 以 上）

直子供の頃の一番古い と思われ る記憶・ または よく覚 えている印象的な出来事 を、 よろ

しけれ ば詳 しく 1 ～ 3 つお書き下 さい。 （登場人物・何 を した・ その結果・ その時の感

情 な ど）

記憶①

記憶②

記憶 3

Cアレル ギー の方へ

①発症・ 診断 されたのはいつ頃です か ？ （ ヶ月・ 年）前

②症状は （春・ 夏・ 秋・冬・ 1年 中・ 季節 に関係 な く不規則） に出やすい。

③症状の出る主な原因は何ですか ？

ここで複数回答 の場合 、一番 と思 われるものには◎二重丸 をつけて くだ さい。

室 内のホ コリ・ 花粉・ 動物 の毛・ 羽毛・ 昆 虫の鱗粉・ 絹・ カ ビ類・ 木材 ・

食事 〔ソバ・ 小麦・ ア ワビ・ カニ・柑 きつ類・ その他 ： 〕・ 薬物 ・

その他 〔 〕

④今 で も鼻 炎 の症 状 は 出 ます か ？ （出 る・ 出 に く くな って きた・ も う治 っ た）

⑤何か鼻炎 に対す る薬を服用・使用 されてますか ？

⑥A の夢 ① は この病気 に な って か らよ くみ ます か ？

夢②

夢（卦

1 4

（ はい・ 以前だけ・ いいえ）

（ はい・ 発病前か らみ る・ わか

らない）

（ はい・ 発病前か らみる・ わか

らない）

（ はい・ 発病前か らみ る・ わか

らない）



結果 ；

アンケ ー ト括 果

カツコ内は夢の内容 （患者のア ンケー ト記述のまま） を示 し、その下に夢の登場人物 ・

その時の感情・ その夢 を（繰 り返 し）みた回数 を載せ てお く。

A ‥‥ 2 1 歳

夢（丑

夢②

群： ア

男性

ルギ 一 位 をも た な い

おば あ ち やん とイ ンデ ィジ ョー ン ズ を してい る夢 。

登場人物 ：おばあちゃん

重畳塾生盛塵⊥塩むユ生

その夢をみた回数 ：2 ～ 3 回みた

いろいろな所 に行って楽 しんでいた夢。

登場人物 ：恋人

塾塾生生盛塵⊥盛上むヱ生

その夢をみた回数 ：4 回以上みた

夢③ 区立王室且

登場人物 ：友達

星型過その夢 をみた回数 ：不明

分析 ：世 の 中 は楽 しい こ とが い っぱ い。 人 生 は 冒険 の よ うな もの で危 険 な こ ともあ

る。

B …．1 9 歳

夢①

夢②

仕事 が うま くいか ず に焦 って いた。 「B l 卓 に牛 サ ラ、石 ビ～ 」 と叫 ん で 目

めた

登場人物 ：友達

重畳生乳 生その夢 をみた回数 ：不明 （牛サ ラ・ 石 ビは業務 用語です 。）

りたかったので、夢 で謝れて嬉 しかった。

登場人物 ：昔の恋人
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憂互生劉 ヱ皇
その夢 をみた回数 ：2 ～ 3 回み た

夢③ 匝昼型些墜 」

登場人物 ：母

畳互生皇盛監ユ＿盛上 む三豊

その夢 をみた回数 ：不明

分析 ：物 事 は ス ム ー ズ には いか な いが 、結 果 は うま くい く。 死 に対す る恐 怖 も もつ。

C …．2 0 歳 男性

夢①

夢②

ひたす ら車 の話 を して いた と思 う。

登場人物 ：兄

畳皇塊 ユ生
その夢をみた回数 ：4 回以上みた

バイ クで ツ ー リング に行 った。

登場人物 ：友達

憂互生皇盛監⊥盤上む三生

その夢をみた回数 ：1 回だ けみた

夢③ ［二三コ

登場人物 ：恋人

いた

その夢 をみた回数 ：1 回だ けみた

分析 ：楽 しいことは共有 し、それに没頭す る。

D ．… 2 1 歳 男性

夢（D てい る とき大岩 に追 い か け られ る。

登場人物 ：岩

畳互生軋 皇
その夢 をみた回数 ：4 回以上みた

夢② 匡亘垂コ

登場人物 ：知 らない人
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邑塾生迄盛監⊥盛 土盈ミュた

その夢 をみた回数 ：4 回以上みた

夢③ んで い る こと。

登場人物 ：友達

畳互生乱 立
その夢 をみた回数 ：4 回以上みた

分析 ：世の中は平和だ。それ な りに危険 もある。

E …．2 1 歳 男性

夢①

夢②

夢③

なぜか明 日死ぬ ことが分かっている祖父を車で連れ て行ってあをずる。

登場人物 ：祖父

塾生生起盛墜⊥避止 ユ生

その夢 をみた回数 ：1 回だけみた

戦争 のまっただ 中にいて、周 りは家 が焼かれ 、空か らは爆 弾が ！？人々は逃

P つて い た ∠ ロ つて い た

登場人物 ：「ホタル の墓」

塾を生乳 辺三三た
その夢 をみた回数 ：1 回だけみた

浜崎 あゆ み と楽 しく遊 ん で い る夢 。 最 近 よ く芸 能 人 が出 て くる。 ほ とん ど女

登場人物 ：芸能人

塵互生畠盛監ユ幽 ヱ畠

その夢をみた回数 ：1 回だけみた

分析 ：仲 間 との絆 の もち方 。 同 じほ う方 法 を とった り助 け の手 を のべ た りす る。 女

性への憧れ。または理想 は高 くもつ。

R … 3 3 歳

夢① 追い か け られ る夢 で 、 い っ しょ うけん めい 逃 げ て い るの に追 いつ かれ 、つ か

に ≠

登場人物 ：アニメの登場人物

変転盤 逸その夢 をみた回数 ：4 回以上みた

1 7



夢②

夢③

自分 1 人 で見知 らぬ 町 を さま よっ て い る。

登場人物 ：自分 1人

重畳越 生その夢 をみた回数 ：2 ～ 3 回みた

サー カ スで 空 中プ ラ ン コを して い る夢心 落 ち る こ と もあ る。

登場人物 ：知 らない人

菱互生皇感度⊥塵迦ヱ生

その夢 をみた回数 ：2 ～ 3 回みた

分析 ：世 の中は危険だ らけである。答 えもなかなかみつか らない。 自分 は弱い存在

だ。

G ．… 2 4

夢（D

夢②

夢③

倉庫みたいな部屋 に 1 人でいると、でっかい箱が四方八方 か ら飛んできて、

ひっ しで よけて い る。

登場人物 ：自分 1 人

憂重畳劉 生二塵む2丑
その夢をみた回数 ：4 回以上みた

球場 み た い な ところで ヤ ンキー 大勢 にか こまれ て逃 iヂて い る。 逃 げ て い る こ

とにむ かつ い て な ぐ りか か るが 、数 が多す ぎて き りが ない ので また逃 げて い

る。

登場人物 ：知 らない人

重畳畳畠感度⊥塾 ユ良二壷ヱ迄

その夢をみた回数 ：4 回以上みた

昔の彼 女 と自転 車 で 二人 乗 り して いな か道 を走 って い た。 す る と向 こ うの ほ

うか ら全 裸 の 女性 が こっ ち に手 をふ って走 って き た。 そ の あ とは覚 えて い な

い。

登場人物 ：昔の恋人

畳塾生皇盛蛙⊥感度逆立出
その夢をみた回数 ：1 回だけみ た

分析 ：私は攻撃 されるこ とが多い。力 は及ばないので私は攻撃以外の方法であき ら

め るべ きだ。
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H …．2 4 歳 男性

夢① ビル の 1 4 階 の ロ ウカ を歩 い て いた らロ ウカ が くず れ て落 ちた。

登場人物 ：自分 1 人

畳塾生迄盛監」塾吐2 生

その夢をみた回数 ：4 回以上みた

夢② 旦をと〔週 」
登場人物 ：知 らない人

重畳塾生盛監戯 旦
その夢 をみた回数 ：4 回以上みた

分析 ：思わぬ所 に危険はあるので注意すべ きだ。で も基本的 に世の中は平和だ ろ う。

Ⅰ‥‥ 2 1 歳 男 性

夢 1 皆で ドライブ してます。 その道 はず一つ と続 く一本道。 両脇は梅 か池でそこ

に大 き な魚 が い ます （か な りで か く牽 く らい あ る ）。 そ こに落 ちた り落 ち

なか った りバ ー ジ ョン は多 々有 り。

登場人物 ：ペット・知らない人・魚類

象幽 盛追その夢 をみた回数 ：4 回以上みた

夢② どう してそ こに居 るのか わか らな い が壁 にか こまれ た 池 の よ うな とこ ろに い

ます 。 そ の壁 はす ご く高 くて、 ワニ にお い か け られ ます 。壁 を の りこえ て

に げ よ うとす る。 逃 げれ る とき と逃 げれ な い ときが あ る。 壁 の外 はす ご く

高い木の並んだ森。

登場人物 ：知 らない人・ ワニ君

憂互生乱
その夢 をみた回数 ：4 回以上みた

朱ぬ りの た て もの に居 て飛 び石 み た いの を ピ ョン ピ ョン飛 ん で遊 ん で い る。

どん どん飛 ん で い って石 のい っば い あ る川 沿 い を歩 いて た りす る こ とも あ

る 。

登場人物 ：自分 1人

芝生生乳その夢 をみた回数 ：4 回以上みた
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分析 ：いつ も水 の存在 が私 に付 き ま と う。 人 生色 々 あ る し、な るよ う （流 れ る） に

な る だ ろ う。

J ‥‥ 3 5 歳

夢（訂

夢②

男性

高い所か らふ っと落 ちる瞬間の夢。

登場人物 ：自分 1 人

憂皇塊 羞その夢 をみた回数 ：4 回以上みた

カゼ をひ い てね こん でい る時 、天 井 の あた りに人 ら しき もの が見 えた。

登場人物 ：知 らない人

畳堂旦乱その夢 をみた回数 ：不明

分析 ：先 は 見 え ない し、 わか らない こ とも多 い。

K …．2 6 歳 女性

夢（D 高校 の ときの夢 を見 て い るの に 、 中学校 時 代 の メ ンバ ー が出 て くる。

登場人物 ：友達・夫

憂皇星劉 逸こ塵虫ヱ良二垂旦む2丘二塵虹色旦ど皇生

その夢 をみ た回数 ：不明

分析 ：世 の 中は矛 盾 して い る こ とが 多 い。

L ‥‥2 5 歳 男 性

夢 は全 くみ な い。

分析 ：世の中に特に不満はない。

．エ ＿．塵＿．凰 ．．藍⊥

こちらも同様 に夢の内容 をカ ツコ内 に示 し、その下に夢 の登場人物・ その時の感情・ その

夢を（繰 り返 し）みた回数 を載せ、それに加えて、その夢 をア レル ギー性鼻炎発症前か ら

みてい た のか 、 また は発 症 後 にみ る よ うにな っ た か とい う質 問 に対 す る回 答 を載せ てお く。
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a …．2 1 歳 女性 発症は 2 0 年前

夢

夢

夢

1

2

3

誰か とつ ま先 立 ち して歩 いて て 、ず っ と 自分 の足 しか （夢 に） 映 っ て な く

て、虫に足に卵 を産みつ け られ て嫌だった。お母 さんの職場でお母 さん を見

つけて手 をふった。 山の中で 「お母 さんだ よ」つて言 う人が二人いて、菅

みほ と、 カ マ を持 っ て る死神 （これ もみ ほ） で怖 くて 、お 母 さん じや ない っ

て思 っ た方 の 首 をカ マ で何 回 も切 った け ど切れ な くて 、 「そ っ ち じや ない

よ」 つて 言 われ て 、違 うほ うの首 を切 っ た らスパ ッ と切 れ て、 「ほ らね 」 つ

て言われた。

登場人物 ：母・芸能人・知らない人

憂皇埴 土塵塾その夢 をみた回数 ：1 回だ け

パソ コン を真 っ暗 な 中 で見 て た らそ の 中 に入 って しま って 、真 っ暗 だ け ど下

は湖 み た い な水 で横 に けい こ うの緑 とか あ って 、 目の前 に ピン クの魚 （大

きい）がいて、それが真 っ暗 な中映えてて、それ を見てた。画面いっぱい

桃色ででかか った。 】

登場人物 ：魚・ 自分は客観 的に見て る感 じ

憂互生軌
その夢 をみた回数 ：1 回だけ

廃墟 の ビル の 中で イ ノ シ シが突進 して きて 、逃 げ よ うとホ ウキ にま た が る け

ど飛 べ な くて 、何 度 も走 りな が らジ ャ ンプ した け ど飛 べ な くて そ の ま ま ピ

ル か ら飛 び 降 りた ら、 ギ リギ リの とこ ろで ギ ュー ンって 上 が った。

登場人物 ：知 らない人 （イ ノシシか ら逃げてる人たち）

畳互生軋 ＿その夢をみ た回数 ：1 回だけ

夢①～③ は発病 してか ら見 る。

分析 ：略 さは世 の中への不安や絶望感 の表れか。世の中には区別 できない ものが多

く、 迷 っ た とき は他 人 の意 見 も聞 くべ き だ。 私 は無 力 に近 く、 思 い通 りに な

らな い こ とが 多 い。

b ‥‥3 0 歳 女性 5 ～ 6 年前 に診断、発症 は昔か ら。

1 なぜ か戦争 中で空襲が始 まって （夜 ）、 その時の家族 （兄弟かな ？） と防

空頭 巾をかぶって家の外へ飛び出 した ら、向かいの家か ら真 っ赤 な炎が上

がって び っ く りした。 あせ っ て る反 面 、 この大 変 な状況 が 自分 に も起 こっ



たこ とが ドラマ み た い ？と妙 に テ ン シ ョン上 が っ て た。 （何 年 も前 に見 た

夢）

登場人物 ：知 らない人

夢を

夢

夢

2

3

いた

その夢 をみた回数 ：1 回だけ

小2 ぐ らい の時 、お 父 さん が お風 呂に入 って る とき に私 がお 父 さん をバ ラ

バラに して （殺す とい う感 覚は薄かった ）、 家 の冷凍室 （冷蔵 庫の） につ

めてか くした。それ を親せ きが冷凍室を開 けて発見 し、警察へ通報 して警

察が家 の前まで来た。私が家の奥でか くれてた ら、お母 さんが 1 0 万 円く

れて、家の裏 口か ら逃 げた。

登場人物 ：父・母・親戚

情： かった

その夢 をみた回数 ：1 回だけ

お父 さんが仮免 の練習 につき合 って くれて、車の助 手席に座 ってた。私は

ずっ と練習 してたけ ど、お父 さんは終始無言だ った。セ ピア色 の夢 で短大

か高校 の とき にみ た。 道 路 じやな くて大 きな敷 地 の 土 の地 面だ った。

登場人物 ：父

畳を越 逸その夢 をみ た回数 ：1 回だけ

夢①～③ は発病前か らみる。

分析 ：一般的に困＃ な問題 も私 には不都合ではない。私が 困った ときや 間者 に直面

した とき は誰 か保 護 して くれ る存 在 が あ る。

e ‥‥ 2 0 歳

夢①

夢（診

男性 発症は 8 年前

自分で石 ビを作って食べてた。

登場人物 ：自分 1 人

芝生塾生盛監遡 迦ヱ生

その夢 をみた回数 ：2 ～ 3 回

娠している妹 のお腹 を蹴 っていた。

登場人物 ：妹
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芝生雌 ⊥施む三生
その夢 をみた回数 ：1 回だけ

夢① ～② をみ た の と発病 と どち らが先 か は わか らな い。

分析 ：女 性 また は異 物へ の恐怖 感 。 仲 間 と協力 す る とい うよ り 自分 自身 でや り遂 げ

るこ とに 達成 感 を感 じる。

d ‥‥ 2 2 歳

夢（D

男性 発症は 4 年前

をピ ス トル で うたれ た。

登場人物 ：知 らない人

萱互生劉 生
その夢 をみた回数 ：4 回以上

夢①は発病後 にみ る。

分析 ：世 の中は力だ。思わぬ ところに危険 はあ るので常に注意すべ きだ。

e ‥‥ 2 3 歳 男 性 発 症 は 1 6 年 前

夢 l 火葬場で生 きたまま閉 じ込め られ 、泣 き叫んでいた。 6 ～ 8 歳の時。一番思

い出す。

登場人物 ：自分 1 人

憂患塾生盛監」塾吐主監

その夢 をみた回数 ：1 回だけ

夢① をみ た の と発 病 と どち らが先 か は わか らな い。

分析 ：世の中は力の強いものが優位 に立つ。

£… 2 0 歳

夢（D

夢②

男性 発症は 2 年前

匝車重垂 亘二］

登場人物 ：姉

重畳越 生
その夢 をみた回数 ：1 回だ け

キョンシー に め っ ちや追 いか け られ る。 逃 げ たの に ホ タル が キ ョン シー に変
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身した りして逃 げ切れない。

登場 人 物 ：キ ョン シー

菱互生劉 ヱ生
その夢 をみた回数 ：4 回以上

夢③ 空を飛 んでいる夢。思い通 りに飛べ ない。

登場人物 ：自分 1 人

憂互生た盛蛙⊥幽 艶墟
その夢 をみた回数 ：1 回だけ

夢①② は発病前か ら、夢③は発病後 にみ る。

分析 ：いっ も問題 に囲 まれ て お り、 うま く対 処 で きない。

g … ．2 0 歳

夢①

夢②

夢③

女性 発 症 は小 さい と きか ら

ボー リン グに行 って ボ ロ勝 ち した。

登場人物 ：恋人

畳塾毯 ヱ生
その夢 をみた回数 ：1 回だけ

が（全部）抜ける夢。

登場人物 ：自分 1 人

憂重畳凰 三三皇
その夢 をみた回数 ：2 ～ 3 回

レバ ン三世の中に出演 してた。何 したかは覚 えていない。

登場人物 ：フジコちやん

塾生越その夢 をみた回数 ：1 回だけ

夢①～③は発病後 にみ る。

分 析 ：競 争 に勝 つ こ とで優 越 感 を感 じる。 失 うこ とへ の恐 怖 ？皆 あ る ものが 私 だ け

なくな って しま う。 （ 他 人 との比較 ）

b ‥‥2 0 歳 女性 発 症 は 3 年 前
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戦争が始 まって空いっばいに戦闘機が飛んでい るんだけ ど、 しば らく して

また空を見 ると、それがでっかい 叩 0 になってい るとい う怖 い夢です。

登場人物 ：父・ 母・ 友達・ 知 らない人

畳増 長二盤上遁望皇ニュ旦む三通⊥塵ヱ皇二鑑定2丘
その夢 をみた回数 ：2 ～ 3 回

熱が 出 た とき よ く子 供 の ころ見 て ま した。 幾 何 学 もよ うが い っぱ い か らま

つてて、それを解いた時 はす一つ とす るが、解 けない時は実際 の私 も気持

ち悪 く な る。

登場 人物 ：よくわか らない幾何学 もよ う

憂皇過その夢 をみた回数 ：4 回以上

くもが嫌 い なせ い か よ く夢 に くもが で て くる。 で、 体 にふ りかか って きた

り、触 らざ るを えな い状 況 にお い こまれ て 絶 叫。

登場人物 ：くも

萱皇塊 丘その夢 をみた回数 ：4 回以上

夢①～③ をみたの と発病 とどちらが先かはわか らない。

分析 ：恐 怖 の対象 は どん どん 大 き くな る。 世 の 中に矛 盾・ も どか しさを感 じて い る。

恐怖・ 嫌悪感か らは逃れ られ ない。

i ‥‥2 3 歳 女性 発症 は 2 年前

1 自分 が飛 べ る身 で 、ぞ ん び がお そ っ て く る。 逃 げ るけ ど、 なか な か飛 べ な く

て…。 この世には、人間の私が一人 になって、ぞんびの仲間 にな ろ うと思っ

ても食 べ られ るの が痛 そ うや か ら逃 げ る。

登場人物 ：友達・ 知 らない人

重畳生起盛軋ユ地 主
その夢をみた回数 ：2 ～ 3 回

歯が抜 けて 、 差 し歯 を しよ うとす る け ど、そ の痛 さの怖 さ と、歯 抜 けて笑 え

ない恥ずか しい夢。

登場人物 ：友達

憂をみ史感情 j 怖かった・恥ずか しかった

2 5



その夢 をみた回数 ：4 回以上

夢①～② をみたの と発病 とどち らが先かはわか らない。

分析 ：私 は皆 とは違 う。（ 他 人 との比 較 ） 1 人 で あ る。 この状 況 を改善 しよ うと

す るのは 困難 だ 。挑 戦 はす るが怖 い か らで きな い し、 なか なか うま くい か な

い。

問題 改 善 に試 み はす る が、 恐怖 が あ りで きな い。 皆 と違 うこ とで注 目を得 る。

j ‥‥ 1 9 歳

夢（D

男性 発症は 1 5 年前

マリオ 1 面で最後に U F O が浮 かんでて、それ が怖かった。

登場人物 ：自分 1 人

塾生生乳 生
その夢 をみた回数 ：4 回以上

車に乗 って いて 、 友達 が あ らわれ て レー ス した け ど、い つ まで も追 いつ けな

かった。

登場人物 ：友達

情： いた

その夢 をみた回数 ：1 回だけ

デパ ー トの屋 上 で 、人 が め ちや多 くて 、好 きな 人 を押 して しま って 、 1 階 ま

で落 ちて顔か ら落 ちてた。

登場人物 ：好 きな人

憂色塾生盛藍⊥鑑定ユた

その夢をみた回数 ：1 回だけ

夢① は発病前 か らみ る。

夢② ～③ をみたのと発病 とどち らが先か はわか らない。

分析 ：世の中には恐怖が一杯 だ。負けず嫌いだが比較的力は弱いか も しれ ない。

k ‥‥2 0 歳 男性 発 症 は 1 0 年前

1 1 人 で広 い場 所 に立 ちつ く して い る と、 しだ い に体 が い ろん な方 向か ら引

つ張 られ る よ うな 感 じで 体 が分 解 （溶 け る ？） され後 ろへ倒 れ る。

登場人物 ：自分 1 人
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畳藍色迄感度⊥変立至珪盛

その夢 をみた回数 ：4 回以上

夢

夢 3

複数 人 で とにか く運 動 して い る。 運動 （ス ポー ツ ？） は毎 回 ち が って い て

戦場 み た い な こ と もあ る。

登場人物 ：友達・ 知 らない人

れる

その夢 をみた回数 ：4 回以上

映画 や マ ンガ 、 ア ニ メの 世界 に 自分 が出 て い て、 本編 とは 少 し違 うス トー

リー にな る。 世 界 は その 日に よ って違 う。

登場人物 ：芸能人・ キャラクター

菱互生乱その夢 をみた回数 ：4 回以上

夢② は発病後に見る。

夢①・③ は夢 をみたの と発病 とどち らが先かはわか らない。

分析 ：いつ も問題 に囲まれてお り周囲には敵が多い。理想 も高い。

1 …．2 0 歳 男牲 発症 は小 さい頃か ら

夢 1 舞台 の けい こ中に演 出 家 に め っち や怒 られ てへ こん で悔 しくて泣 い と りま

した よ。

登場人物 ：演出家

畳重畳基盤監⊥．塵旦過 去
その夢 をみた回数 ：2 ～ 3 回

夢① をみた の と発 病 とどち らが 先 かは わ か らな い。

分析 ：人 を怒 らせ る と注 目を集 め る こ とが 出来 る。
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考察 ；

以上 の 結果 を グ ラフ に表 す と下記 の よ うに な った。

夢をみたときの感情 笛

エ
八
中
－
て

感情

【統制群 】

こ こで気 づ く こ とは 、対 象群 と比 較 して統制 群 は 「楽 しか っ た 」 とい う感 情 が 少 な く、

逆に 「嫌 だ った」 とい う感 情 が 多 くみ られ た こ とで あ る。 「怖 か っ た」 とい う感 情 は統 制

群の ほ とん どの人 の夢 でみ られ たが （ 10 人／ 1 2 人 中 ）、 こ こに有 意 な差 は な く対 象群

にお い て も多 く （9 人／ 12 人 中） み られ た。 他 に気 づい た 点 は 、 H してい た とい う夢 を

対象群 の 2 5 ％だけがみてお り、統制群 においては一件 もなかった。対象群に楽観的な印

象を受 けた 。 ま た、統 制 群 は 「寂 しか った 」 とい う感 情 も対 象群 よ りは少 な か っ た。

内 容 は別 と してア ンケー トの記 述欄 へ の答 え方 と して、 統制 群 （ア レル ギー 性 鼻 炎 患

者） は こ と細 か く書 い て くれ 、そ れ に対 し、対 象 群 は簡 潔 な 書 き方 が多 か っ た。 これ は統

制群が比較的神経質で、それゆえに交感神経が緊張 してい る可能性を示す と思 われ る。対

象群 の 中 に は 夢 を全 くみ な い と い う人 もお り、 そ の 人 は ス トレ ス も あ ま り感 じず 、 毎 日 が
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熟眠 で き る と答 えて い た。

分析 は 難 しいが 「歯 が抜 ける」 とい う夢 をア レル ギー 性 鼻炎 患者 だ けの 2 人 が み てい た

のが印 象 的 だ った。 戦 争 や死 をイ メー ジ させ る夢 をみ てい る人 もア レル ギー 性 鼻炎 患者 に

圧倒 的 に多 く、そ の夢 にお い ては 多 くの人 が 「怖 か っ た」 と記 憶 して い る。

夢の登場人物
臼対象群 ■統制群

エ
八
や

－
て

登場人物

夢 で の登 場 人物 にお い て 「知 らな い人 」 「友 達」 の登 場・ 「自分 1 人 」 とい う答 えは 、

統制群 ・ 対 象群 ともに ほ ぼ 同 じで あ った。 家 族 が 出 て くるのが 統 制群 ：2 8 ． 6 ％ で、 対

象群 ：1 4 ． 3 ％ とい う結果で、両親に限定する と統制群 ：2 1 ・ 4 ％、対象群 ：3 ．

6 ％ で あ った。 ア レル ギ山 性鼻炎 患 者 は 、仲 間や 異 性 とのつ な が りよ りも家 族 、特 に両 親

とのつ な が りに何 らか の意 味 を見 出 して い るの か も しれ な い。
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結語 ；

今 回 は通 常 の ライ フス タイ ル 分析 とい うよ りも、 「どん な感 情 を多用 す る こ とで周 囲 と

のつ な が りを持 っ てい るの か」 とい うこ とに重 き を置 いた。 ライ フス タイ ル の分 析 は十人

十色の捉 え方がある し、数字化するのも困難で あったか らだ。

私な りの分析 で気づいた点 は、統制群（ ア レルギー性鼻炎患者 ）は 「物事はなかなか思

い通 りにいかない」 と感 じ、それに対 し対象群は 「世の 中は危険 もあるが基本的 には楽 し

い、平和だ」 と感 じていた。統制群 は 「世の中には危険や恐怖が一杯 だ」 と感 じ、逆に

「世 の 中は平 和 で楽 しい ものだ 」 と感 じて い る人 は ほ とん どいな か っ た。 この事 は、 上記

の「夢 をみ た とき の感 情 」 の グラ フ と共 通 して い るよ うに思 われ る。

まとめると、ア レルギー性鼻炎 の患者 には 「物事 をあま り心底には楽 しめず、恐怖感や

嫌い・ イヤ だ とい った嫌 悪感 を比 較 的 多 く利 用す る」 よ うな ライ フス タイル の人 が 多 い の

では な いか と推 測 で き る。 そ の反 面 「寂 しい 」 とい う感 情 はそ れ ほ ど用 い な いか も しれ な

い。
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